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アゼルバイジャンの伝統的
住居の内装における刺繍

アフェト・ルスタムベコワ

伝統工芸

アゼルバイジャンの芸術刺繍は高い芸術的価値と民族の物質文化および精神文化
の伝統を内包している。

礼服の刺繍　17世紀、アゼルバイジャンの歴史国立博物館。フラグメント
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アゼルバイジャンの芸術刺繍は高い
芸術的価値と民族の物質文化および精
神文化の伝統を内包している。

アゼルバイジャン民族歴史博物館に
所蔵されている刺繍作品の大部分は、
芸術性の高い名人技による作品で、18
世紀から19世紀初頭にかけてのもので
ある。多くの女性は刺繍技術を持ち、
自分たちで住居の装飾を行っていた。
刺繍を行うのに複雑な器具は必要な
く、その技術習得に資金がそれほどか
からないということも重要な意味を持
っていた。伝統的な手作業による刺繍
は、何世紀にも渡って積み重ねられた
習慣と思想を形象化したものである。
個人の工房や為政者の宮殿で生まれた
職業的芸術刺繍も存在していた。この
タイプの刺繍の場合、基本的な構図や
装飾モチーフの作り手は職業装飾家で

ある。
新石器時代（紀元前800 0～60 0 0

年）および銅石併用時代（紀元前6000
～4000年）の骨の大針や裁縫用の針と
いった古代の出土品がガザフ（アゼル
バイジャン）で発見されたことは、文
明の最初の段階においてすでにこの地
域で裁縫が知られていたことを裏付け
ている。

博物館の考古学コレクション部に
は、絹と銀糸のサテンステッチによる
中世（9～13世紀）の刺繍が保管されて
いる。これらはオルドゥバド地域のハ
ラバ・ギリャン集落とシェキ地域のキ
シュ村から見つかったものである。イ
タリア人探検家マルコ・ポーロ（13世
紀）はアゼルバイジャンの絹製品の美
しさに注目しつつ、「ここバルダの町
にはたくさんの絹がある。絹布や金の

礼服の刺繍　17世紀、フラグメント
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布が作られている。これほど美しいも
のは他では見られない」と記録した。
イギリス人探検家のアンソニー・ジェ
ンキンソン（16世紀）は、ハーン宮
殿と衣装の豪華さを描きながら、「王
は絹と金が縫い付けられた豪華なテン
トに座っていた。彼の衣装は真珠と貴
金属が刺繍されていた」（1：33、34
、109ページ）と書いている。歴史家イ
ブラギム・ラヒムザデの「ギャンジャ
占領に関する資料集」の中の記述によ
ると、12年続いた戦争が終わって、イ
スタンブール条約が締結され、ムラト3
世がオスマン帝国のスルタンの座につ
いたことで、サファヴィー王朝の王ア
バス1世の大使の贈り物として金の刺繍
品（絨毯4枚、上半身用の着物「əba」9
着、ベッドカバー1枚、さらに刺繍用の
金糸1巻き）が送られることもあったと

いうことだ（2：82～83ページ）。15世
紀にはすでに全ヨーロッパおよびロシ
アのエリートが最高の技術と芸術的価
値を持った金織の絹布やベルベットを
着用していた。

刺繍品は19～20世紀においてもアゼ
ルバイジャンの伝統的住居の内装を装
飾するのに大きな役割を果たし続けて
いる。鏡に掛けられる鮮やかな色の手
拭い、刺繍を施したベッドカバーやテ
ーブルクロス、本や日常の小物を入れ
る箱、コーランの銘文あるいは話材を
刻んだ壁面装飾は美的感覚に訴える特
別な趣を醸し出している。金と絹糸の
刺繍が施された日用品は、アゼルバイ
ジャンの結婚の義と花嫁の持参品には
欠かせない付属物である。刺繍品は贈
り物としてプレゼントされるか、何世
代にも渡って受け継がれてきた。儀式
用の品物だけでなく、日用品も刺繍で
装飾された。刺繍用の生地としては、
絹（qanauz、darayı、atlas）、ベルベ
ット（məxmər）、亜麻（kətan）、ラシ
ャ（mahud）が用いられた。輸入生地で
は、金とビーズを刺繍するための生地
としてカシミールウールが好まれてい
た。しかし、高価であったので、カシ
ミールウールが買える人は多くなかっ
た。

アゼルバイジャン住居の装飾品の
中で最も古く、広く普及している技
術は、サテンステッチ（örtməまたは
doldurma）という技術である。絹糸、
毛糸、刺繍用金糸を用いて、布の表面
に描かれた絵に沿ってこのステッチに
より刺繍が施された（3：115～117ペ
ージ）。アゼルバイジャンではサテ
ンステッチの技法により鮮やかな絹糸
で壁面装飾、羽織、カーテン、四角形

伝統工芸

装飾的なカーテン・シャキ。19世紀
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のクッションカバー（小さいサイズは
nazbalınc、大きいサイズはmütəkkə）
の刺繍が行われた。

スパンコール刺繍（pərək）とは、穴
の開いた金銀の小さな装飾用シートに
糸を通して縫い付け、作品の全面また
はイラストの輪郭に沿って装飾するも
のであった。X線分析を行った結果、銀
色のスパンコールの組成は、銅と銀で
あったことが分かった。

刺繍師はいくつかのビーズ刺繍の方
法を用いていた（模様の仕上がりを考
慮に入れて1個ずつの刺繍あるいはい
くつかのビーズ玉を縫い付ける刺繍）
。小さいビーズ（toz muncuğu）また
は真珠玉（mirvari）は、小さめの壁
面装飾、羽織、カーテンの房といった
形で調度品を飾った。装飾の仕方には
いくつかの種類があった。例えば、作
品の全面を模様で覆うもの、また、線
状の模様がある場合、輪郭刺繍による
もの、ビーズをイラストの部分のみ縫
い付けて、単調な基調色の上にレリー
フ状の装飾を施すもの等である。全面
をビーズで装飾するのは、結婚式用の
カーテン（gərdək pərdəsi）のビーズ
の房（qotaz）や18世紀の水ギセルの
パイプといった大きいものもでも行わ
れた。チェーンステッチは東方で最も
古い縫い方の1つで、多くのチュルク
語族の間で普及している。チェーンス
テッチ用の生地にはラシャ（mahud）
が用いられた。多くの場合、黒、赤、
緑、紺のラシャ、後には黒い滑らかな
サテンが用いられた。19世紀のアゼル
バイジャンにおけるチェーンステッチ
刺繍（təkəlduz）は多くの大都市が中
心となり生産されていた（3：93～101
ページ）。混合の複雑な編み込み模様

は、赤、黒、濃紺、緑の基調色の上に
鮮やかな絹糸で縫い込まれており、木
製の把手に嵌めた鉄の編み鉤で縫われ
た。そのため、アゼルバイジャンの
地域によってはこの刺繍を「鉤刺繍」
（qarmaq）と呼ぶこともある。

刺繍芸術のバリエーションのうち、
金の刺繍（güləbatın）が最も高価で複
雑と考えられた。それはこの技術が特
別に習得しなければならず、生地も高
価であったからだ。金または銀に染め
た糸はイラン、トルコ、ブハラ、イン
ドで生産された。刺繍用の金属糸には
2種類ある。1つはホイルのような平ら
な糸、もう1つは絹か亜麻の基礎に金属
糸で撚り合わせた固めの螺旋状の針金
である。糸の特性を見ると、特殊な刺

装飾的なカーテン・シャキ。19世紀
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繍技術が窺える。縫う時に、平らな刺
繍用金糸を生地の上で隙間なく縦に平
行に並べ、それを短いステッチを刺し
ながら、すなわち補助糸を使って縫い
付けながら固定する（3：101～107ペー
ジ）。

撚り合わせて固めの螺旋状にした金
属糸は、模様の輪郭をなぞるために用
いられたケースが多い。撚った刺繍用
金糸はしばしば、房飾りを作るために
も用いられた。装飾用壁龕「rəf」に掛
けるカーテン、ベッドカバー、壁面装
飾、様々な箱の装飾備品が金の刺繍で
飾り付けられた（4）。こういったもの
や、櫛、眉墨や礼拝用冊子、様々な化
粧品を入れる箱は、裕福な家庭に育っ
た花嫁の持参品に含まれる。分光法に
よるX線調査により、分析対象となって
いる糸の一部の組成は銀97%だというこ
とが明らかとなった。

アゼルバイジャンの刺繍用金糸によ
る作品は、装飾の仕上げの面でも、ま
た、刺繍技術、形の表現性の面でも並
外れたものである。これらの作品はア
ゼルバイジャン民族の日常に普及した
のみならず、その国外でも大いに人気
を博し、愛されてきた。

調度品の刺繍。鏡とその飾りつけ
は、アゼルバイジャンの住居装飾にお
いては一組とされていた。そのため、
鏡の飾りつけには特に注意が払われ
た。「鏡」というイメージが持つ世界
観の根源は、多くの民族の神話にまで
遡る。アゼルバイジャンでも神話は
最古の時代から続く多くの儀式と関係
する（5）。結婚式の日に鏡が儀式的
な意味を持っていることは一般に認め
られている。この意味はアゼルバイジ
ャンにおいて今日でも保たれている。

アゼルバイジャン人には次のような結
婚の儀式がある。すなわち、花婿と
花嫁は、花婿が送ってよこした鏡を両
側から蝋燭で照らし、その鏡の中の自
分たちの姿を眺めなければならない
のだ。家族はこの結婚式の鏡（bəxt 
güzgüsü）を、結婚生活を送る間ずっと
保管しなければならない。鏡が破損す
れば、家庭に不幸が訪れる前兆と考え
られている。鏡のための手拭い（ayna 
pərdəsiあるいはsallamanc）は、鏡
と同様に、結婚式の間の花嫁の部屋の
装飾に極めて重要な付属品である。こ
ういった物の刺繍の伝統的なモチーフ
は、バラ香水（gülabdan）の管であっ
た。この場合、このイスラムの浄化の
シンボルは独特な魔除けの役割を果た
した。

壁面装飾（divar bəzəyi）は、アゼ
ルバイジャンの住居装飾の中では最も

伝統工芸
ジンプシ（ポポナ）18世紀
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表現豊かなものである。これは時代精
神を具象化したもので、細やかな作業
と装飾の豊かさに特徴がある。スパン
コールやチェーンステッチで飾りつけ
た大きな壁面刺繍の主なテーマは「生
命の木」である。この木は中央に位置
し、その周りは植物とクジャクの装飾
で囲まれている。縦の構図で、対照色
を組み合せたアップリケで3方向から囲
み、独特なアーチ状になるようにした
ものが多い。

壁面装飾の1つとして、チェーンス
テッチと並んで赤、紺、黒のラシャを
組み合わせたアップリケが用いられる

ものもある。鮮やかな赤を背景にした
中央部分は「生命の木」によって装飾
が施され、紺のアーチ模様が中央部分
を上から縁取る。縫い付けられた装飾
の組み合わせは、花であふれる庭園を
象徴的に描いたものである。この壁面
装飾は、美しさと優美さでは木が描か
れた絨毯「Ağaclı」に決して引けをと
らない。カルトゥーシュには、「ガジ
ャ・テリムハンに住む職人アリ・ケリ
ムによる作品（Usta Əli Kəriminin 
işi, sakin Hacı Tərimxan.）」およ
び「ヘジラ紀元1213年」（これは西暦
1835年に相当）とアラブ文字で刺繍が

被り物“アラヒチャン”19世紀
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入る。
刺繍入りのテーブルクロスは、滑

らかな背景の上に中央の楕円形の周
りに彩り豊かなアーモンド形の装飾
「buta」が配置され、高価なカシミー
ルウール布「tirmə」と一見区別がつか
ない。テーブルクロスは白ラシャで作
られ、線状の植物模様が赤、黒、緑、
クリーム色や様々な色味の水色で一面
描かれている。

博物館のコレクションの中には蝶番
のついた特別な小箱のバリエーション
もある。これは、日常の小物を入れて
おくだけでなく、壁の装飾のためのも
のである。小箱は金糸で刺繍され、絹
糸のチェーンステッチとサテンステッ

チで飾られ、スパンコールとビーズの
装飾が施されたものである。

住居の内装では、家の主人や客人が
座る絨毯が敷かれた場所は刺繍入りの
クッションが周りに置かれる。アゼル
バイジャンではクッションのサイズと
形で名前が決まっていた。例えば、小
さくて四角いものは「nazbalış」、
大きくて三角形のものは「balış」ま
たは「yastıq」、長いタイプのものは
「mütəkkə」という。クッションの大部
分はチェーンステッチで刺繍されてい
る。スパンコールを絹糸のサテンステ
ッチと組み合わせる場合もある。ミシ
ンが発明されたことでチェーンステッ
チは手間がかからなくなり、例えば、

伝統工芸
被り物“アラヒチャン”シュシャ市19世紀
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シェキでは刺繍師の組合が現れるよ
うになった。組合で作成された作品に
は、色彩の鮮やかさ、多様な伝統的模
様同士の組合せや生地の組合せなど、
民族刺繍の特徴が残っている。

羽織とナプキンの多くは、アゼルバ
イジャン住居の内装に特別な盛大さと
快適さを作り出さなければならない。
円い形の羽織はサイズも様々で、様々
な生地や技術を用いて作られた。直径
1m程の大きな羽織やサモワール用の小
さなもの、花の装飾が施されたスパン
コールの刺繍付きの四角いベッドカバ
ーはアゼルバイジャンの伝統的住居を
構成する一部である。一面に装飾を施
した作品としては、赤いベルベットの
羽織が挙げられる。羽織には何もない

背景の中央部分と周辺部分に立体的な
花模様がビーズで描かれている。撚っ
た銀糸を用いることで、刺繍模様が特
に豊かになった。

よく知られていることであるが、東
方イスラム諸国では金糸により「コー
ラン」の金言が刺繍された壁面装飾が
住居の内装として普及していた。イス
ラムでは人間を描くことが禁じられて
いたが、それだけではなくアラビア文
字が美しいこともカリグラフィー芸術
が大いに発展する理由であったにちが
いない。この技術により、作品にアラ
ブ語の銘、特にコーランの金言を縫い
付けることができた。アラブ文字とコ
ーランの金言の魔力に対する信仰は、
刺繍の中に、中でも金糸の刺繍の中に

礼服の刺繍　1７世紀、フラグメント
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反映している。
宗教をテーマとした壁面装飾の中

にはチェーンステッチによって作られ
たものもある。これらのテーマはすべ
て、黒いベルベット生地で作られた様
々な色の絹糸の刺繍入り壁面装飾の構
図（中央には回教寺院、その円屋根の
向こうに太陽が沈もうとしている）と
類似している。太陽の絵は擬人化され
ている。これは刺繍や、銅製品、盾に
最も特徴的に用いられる装飾モチーフ
である。

調度品の中で普及したのは、小さな
壁龕「rəf」用の三角形のカーテンであ
る。その多くは金糸の刺繍が施されて
いる。（芸術作品というよりは）むし
ろ職人仕事である。このカーテンは実
に多種多様で、芸術的価値についても
際立っている。ここでは、作品の全表
面を均一に埋め尽くす1種類の花模様が
主なモチーフとなることが多い。

アゼルバイジャンの伝統的住居の
内装における刺繍は、装飾モチーフの
豊富さと多様さ、そしてそれを表現す
る技術が優れていた。刺繍師のインス
ピレーションと創造性は多くの点で自
然から借用したものである。彼女たち
は自然をじっくり観察した上で、自
然のモチーフや要素を象徴として図案
化し、その都度、新たな内容を加えて
いった。様々な日用品に描かれる模様
は、自然の形と、何よりもまずその目
的に合致していた。アゼルバイジャン
刺繍が好む植物モチーフは、バラ、ス
イセン、カーネーション、ケシ、ユリ
や果樹、その他様々な形式の穂や葉っ
ぱである。

金糸、銀糸、絹糸による刺繍、装
飾用留め金やビーズ、スパンコール、

真珠等を用いた刺繍を見ると、マニュ
ファクチュアの盛況による手工業の危
機はこの分野においては全く影響を与
えなかったと断定できる。19世紀、ア
ゼルバイジャンでは都会でも地方でも
どこでも、手間のかかる刺繍師の作業
を軽減するミシンが普及し始めた。独
特で上品なデザインのミシンそのもの
が、様々なスタイルを持っており、こ
れも20世紀半ばまでに内装の一部と
なった。以上のように、全体としての
進化は、時間、新たに発見された生地
や技術、新しい装飾モチーフの出現と
いった客観的要件に条件づけられつつ
も、アゼルバイジャン刺繍の様式、モ
チーフの特徴、構成の原則を変えるこ
とはなかった。
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礼服　17世紀


